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この９月より中谷壽男さんのあとを継いで四分会

委員長をやらせていただきます。私はいわゆる団塊

の世代のしんがりです。ロートルの分際で分会委員

長をお引き受けしたのは、これまで長くお世話になっ

た職員組合への最後のご奉公のつもりです。

いきなり話は飛びますが、先日東京出張のために

少しでも安い宿を見つけようと、10年ほどまえの

『共済組合宿舎案内』で出張先の宿を探しました。

そしたら何と、20数軒ある共済の宿が軒並み廃業に

なっているではありませんか。辛うじて残っている

宿舎も、半官半民の高級ホテルに変貌していました

(で結局、ごく普通の民間ビジネスホテルに泊まり

ました)。事ほどさようにこの十何年間で、出張の

宿探しに始まって、公務員でなくなった私たちの身

分に至るまで、職場環境は激変しました。一万円札

にもなっているかの福沢諭吉は、江戸から明治に時

代が変わって「一身にして二世を経る」とつぶやい

たそうですが、そんなつぶやきを私たちも漏らした

くなるほどです。また、全国の労働組合の組織率も、

この10年ほどで大きく減少したと聞いています。今

さら労働組合なんて時代遅れで如何にもダサい、と

言われそうです。

大きく変わるのも良い方向なら許せます。しかし

こと仕事量や給料といった労働条件に関しては、悪

化の一途をたどっているのではないでしょうか。民

間優良企業として代表的なパナソニックにさえも

「追い出し部屋」が設けられている、ということが

先頃新聞で大きな話題となりました。国家公務員か

ら金沢大学法人の職員になった私たちは、もし仮に

職場で問題が起こっても、もはや国家公務員法に庇

護を求めるわけには参りません。その代わりに、民

間企業と同様に、いわゆる労働三法のもとで、憲法

で保障された労働基本権がフルに認められるように

なりました。それがご存じのように、団結権や団体

交渉権、争議権などです。働くものの権利という観

点から言えば、法人化は必ずしも悪いことばかりで

はなかったようです。私の専門領域の生命倫理にな

ぞらえれば、これまでの、国が労働条件を配慮して

くれるという「パターナリズム」の時代から、自分

たちの権利は自分たちで守るという「自律(オート

ノミー)」の時代に入ったと言えるでしょう。しか

しながら、自分の権利は自分で守るとはいえ、実は

一人では何もできません。働く人が連帯して、初め

て自分の権利を守ることができるのです。そしてそ

の連帯を具体的に実現する場が労働組合なのです。

法人化された今、労働組合は不可欠なのです。確か

に労働組合組織率は減少の一途ということですが、

他方で組合のない職場では、一人でも入れる組合ユ

ニオンに駆け込む人が跡を絶ちません。幸い金沢大

学には、1949年の大学創立と同時に設立された教職

員組合が存在しています。

あなたの職場から歩いて５分の所に、組合事務所

があるのです。何か相談事があれば、気楽に声を掛

けてください。(尾山神社の斜め前のおでん屋さん

の看板ではありませんが)金沢弁で「ちょこっと入っ

てみまさんか」。(2013年9月7日)
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働く環境は自分たちの手で！組合に入りましょう

新任四分会
委員長

ごあいさつ
権利を守るには連帯しなけりゃ！

組合での連帯を求めて
細見博志(保健学系・生命倫理)

２０13年度の医学系四分会執行委員が決まりました。

執行委員長 細見博志
副執行委員長 井上克己

書記長 久保京子

会計委員 大林正朗

執行委員 池田良枝

吉田行宏

※職場の状況や組合に対するご意見等お寄せ下さい。

働きがいのある職場つくりに頑張りたいと思います。

皆様のご協力をお願いいたします。



懇談の詳細は次号で報告致します。

病院懇談
で実現しまし

た！

追伸

組合は仮眠環境の改善に向けた病院の取り組みを期待します！

『夜勤・交代制勤務に関するガイド

ライン』（日本看護協会,H25年）では、仮眠の重

要性が指摘されています。今回の懇

談でも、「夜勤者の安全と健康の確

保のために適正な仮眠が欠かせない」

ことが示されました。

本会の定期大会にも是非ご参加ください
2013年10月25日(金)18：00～ 場所は調整中

医学系四分
会

定期大会を
開催します

！

お弁当で
ます

日時 2013年10月22日(火)
18:00～

場所 保健学類１号館１階会議室

オブザーバー参加も大歓迎です。

組合事務所までご連絡ください。

仮眠用シーツが毎回交換！
各病棟に配布されます！
二交替制の環境整備として、病棟の仮眠用シーツ

を毎日交換するよう要望し、ようやく実現しました。

「前の人のシーツを使用することは、衛生面でも問

題があるので適正枚数を配布する」と回答。

ゆっくり休める大きさの仮眠ベット、仮眠室の設

置は引続き要望していきます。

新しい
シーツが 好き！
これでゆっくり
気持ちよく
休めるわ。

病院から踏み込んだ発言があったことは

仮眠環境の改善にとって一歩前進です。

条件改善


